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【目的】吸入ステロイド薬(以下 ICS)は、喘息の長期管理薬のひとつであり、小児において

も使用が増加している薬剤である。しかしながら、患児本人が手技や治療の必要性を理解

しづらいことから、吸入操作の不備や治療を受け入れないなどの問題が生じやすい。そこ

で、患児と保護者に対して薬局薬剤師が介入することにより、小児の吸入治療におけるア

ドヒアランス向上を目指す。 

 

【方法】2015 年 11 月から 12 月に来局した吸入治療を継続している患児（平均年齢 3.6 才、

平均治療期間 183 日）と保護者に対して、服薬指導時に治療への認識・意欲についてアン

ケート調査を実施。その内容に基づき、吸入手技の確認と実演による手技の再指導、治療

や薬剤に関する認識の確認や患児と保護者の関わり方のアドバイスを行った。さらに、6 か

月後に 2 回目のアンケート調査を行い、2 度のアンケートで回答が得られた対象者に追加の

3 回目のアンケート調査を 15 か月後に実施した。 

 

【結果】アンケートの回答に協力が得られた対象者は、初回及び 6 ヶ月後は 23 名、15 ヶ月

後はそのうち 19 名だった。手技については、初回に 9 名 15 件の不備が見られたが、最終

時は 1 名１件だった。初回には吸入を嫌がる患児が 5 名みられたが、中止した 1 名を除く 4

名は 6 ヶ月後の時点で改善が見られていた。また、最終時のアンケートで薬剤師の指導内

容に対して有益だったと回答したのは、19 名中、「吸入薬の手技やお手入れの方法」18 名、

「治療や薬剤への保護者の不安・疑問の解消」7 名、「患児との関わり方のアドバイス」14

名であった。治療効果面では、最後まで処方内容を追跡できた 17 名中 10 名において、治

療薬である ICS やロイコトリエン受容体拮抗薬の用法・用量の減量あるいは中止が見られ

た。 

 

【考察】薬剤師の指導により、正しい手技の獲得、患児と保護者の治療に対する認識・意

欲が改善した事が示唆された。また、処方薬の減量が見られたことから治療効果へも寄与

できたと考えられる。このように、小児の吸入治療においては、実演を含めた吸入指導、

治療や薬剤に関する認識・意欲への働きかけ、親子の関わり方について、患児と保護者に

対して薬剤師が介入を行うことは治療のアドヒアランス向上のために重要である。 
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